
制
や
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
役
割

と
機
能
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

過
疎
に
よ
る
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
が
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
健
や
か
で
安
心
し
て
子
育
て
を
し
、

元
気
な
老
後
を
過
ご
せ
る
地
域
を
目
指

し
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
な
ど
各
分
野

と
連
携
を
深
め
、
各
種
施
策
を
構
築
し

実
施
し
ま
す
。

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
誰
も
が
自

分
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
支
え
合

う
体
制
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
「
地
域

の
人
を
地
域
が
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
」
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
治

会
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
協
働
し
、

第
５
次
総
合
計
画
と
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
取
り

進
め
ま
す
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
公
表
が
、
す
べ

て
の
地
方
公
共
団
体
に
義
務
付
け
ら
れ
、

本
町
も
新
行
政
行
革
大
綱
を
策
定
し
、

自
主
・
自
立
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
以
降
も
「
自
分
た
ち
の

地
域
を
自
分
た
ち
の
手
で
」
の
基
本
理

念
に
基
づ
き
、
津
別
町
行
政
改
革
推
進

委
員
会
の
答
申
を
受
け
て
、
新
行
政
行

革
大
綱
推
進
計
画
（
改
訂
版
）
を
策
定

し
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
し

ま
す
。

公
会
計
改
革
を
推
進
す
る
に
は
、
全

庁
的
な
推
進
体
制
を
確
立
し
、
外
部
の

専
門
家
を
招
い
て
研
修
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
総
務
省
の
「
新
地
方
公
会
計
制

度
研
究
会
報
告
書
」
に
基
づ
き
、
す
べ

て
の
公
共
資
産
を
公
正
価
値
で
評
価
す

る
た
め
、
固
定
資
産
台
帳
を
整
備
し
ま

す
。

３
月
10
日
か
ら
始
ま
っ
た
定
例
町
議

会
に
お
い
て
、
平
成
22
年
度
予
算
の
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
会
開
会
の
冒

頭
で
佐
藤
町
長
か
ら
予
算
提
案
に
あ
た

り
町
政
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。（
町
政
方
針

の
全
文
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。）

ア
メ
リ
カ
発
の
世
界
同
時
不
況
を
経

て
、
日
本
の
内
需
は
国
の
景
気
対
策
に

よ
っ
て
押
し
上
げ
ら
れ
た
に
過
ぎ
ず
、

依
然
と
し
て
デ
フ
レ
や
雇
用
不
安
を
抱

え
て
い
て
、
実
感
で
き
る
景
気
の
回
復

が
待
た
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う

な
経
済
状
況

の
中
で
、
平

成
22
年
度
の

予
算
編
成
は
、

国
の
地
方
財

政
計
画
を
参

考
に
町
税
と

地
方
贈
与
税

は
減
収
、
地

方
交
付
税
は

若
干
の
増
と
な
る
歳
入
予
算
と
な
り
ま

し
た
。

本
年
度
は
「
第
５
次
総
合
計
画
」、「
住

生
活
基
本
計
画
」、「
地
域
公
共
交
通
総
合

連
携
計
画
」
が
実
際
に
動
き
出
す
年
で
、

引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
し
な
が

ら
、
今
日
ま
で
議
会
や
町
民
の
皆
さ
ん

と
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
「
町
づ
く

り
」
を
具
体
的
に
進
め
、
町
政
の
柱
で

あ
る
「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

第
５
次
総
合
計
画
は
基
本
構
想
を
実

現
す
る
た
め
、
具
体
的
な
実
行
プ
ラ
ン

を
ま
と
め
る
準
備
の
年
と
位
置
づ
け
て
、

短
期
、
中
期
的
な
財
政
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

仮
称
津
別
町
多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー

は
、
行
政
と
し
て
の
先
導
的
役
割
の
一

環
と
し
て
、
商
店
街
の
活
性
化
や
「
田

園
工
房
の
ま
ち
・
つ
べ
つ
」
を
目
指
し

た
情
報
交
流
拠
点
と
し
て
、
旧
佐
々
木

医
院
跡
地
に
建
設
し
ま
す
。
町
民
の
代

表
か
ら
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、「
町
は
舞

台
、
町
民
が
主
役
」
で
あ
る
基
本
構
想

の
実
現
に
向
け
、
施
設
の
管
理
運
営
体

町

政

方

針

あ
い
さ
つ
を
し
あ
う
町
に
・
・
・
４
年
目

歩
い
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

町
は
舞
台
、
町
民
が
主
役

第
５
次
総
合
計
画

高
齢
化
に
よ
る
少
子
高
齢
化

保
健
・
医
療
・
福
祉
が
連
携

定例町議会で町政方針を述べる佐藤多一町長

行
財
政
改
革
の
推
進

公
会
計
改
革
に
取
り
組
み
ま
す

【総務費】

・地域情報化経費　603万円

テレビ難視対策設備非常用電源設置に係る経費

・森の健康館管理業務　2,525万円

森の健康館の管理運営、町民の森電気工事などに係る経費

・地域再生チャレンジ交付金事業　802万円

森林セラピー基地のフィールド生理・物理の実験委託などに係る経費

【民生費】

・乳幼児医療費助成事業　550万円

現行小学生の入院まで助成していたが、中学生も対象として助成

を拡大

・老人福祉管理経費　538万円

高栄集会所と豊美寿の家屋根改修に係る経費

【衛生費】

・地域医療維持助成事業　5,000万円

住民の健康を守る地域医療を維持確保するため津別病院に助成

・ごみ焼却施設管理経費　3,273万円

一般廃棄物を大空町で広域処理するための事業負担金

・生ごみ処理経費　573万円

大空町より搬入分の生ごみ堆肥化に係る経費

【農林業費】

・愛林のまち緑資源を守る推進事業　1,686万円

民有林振興対策として、丸玉産業森づくり基金を充当し実施

・木造公共施設等整備事業　875万円

（仮称）津別町多目的活動センターの建設実施設計に係る経費

【土木費】

・まちなか団地建設整備事業　1億9,450万円

（委託料603万円、工事請負費3,444万円、公有財産購入費1億5,403万円）

町営住宅12戸の建設に係る経費

・町道整備事業　7,886万円

町道51号線、町道69号線、町道62号線の改良舗装工事

耐震化に合わせて橋梁長寿命化点検業務を実施

【教育費】

・津別高校振興対策事業　1,946万円

津別高校の二間口を維持し地元高校存続のための振興対策として、

バス通学費や教科書の補助を行う

・教材・備品購入経費　211万円

新学習指導要領移行に伴う小中学校理科教材の購入に係る経費

・少年期振興経費　453万円

船橋市・南アルプス市との交流を行う経費

・中学校施設整備事業　797万円

津別中学校の木部外壁塗装工事などに係る経費

屋根の塗装改修が行われる高栄集会所

４月１日より再開される森の健康館

地域医療の拠点である津別病院

旭町に新たに12戸の町営住宅（写真：豊永）

校舎、体育館の外壁塗装工事が行われます

愛林のまちの木材資源

平成22年度の主な事業をお知らせします

まちづくりセンター構想が盛り込まれた第５次総合計画
（案）を答申する原田策定審議会長と富田会長職務代理


